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行　　　事曜日
郷土館オープン（１０月３１日まで）
 ９：００～１６：００（日・月・祝祭日は休館）木１

金２

土３

日日４
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん

月５
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
予防接種(三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
行政相談・心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん

火６

３歳児健康診査 １３：００～１５：３０ かみん
水７

男の料理教室 １７：００～１９：００ かみん
木８

広報かみふらの４月１０日号発行
いしずえ大学入学式 １０：００ かみん
農業委員会総会 傍 １３：３０ 役場

金９

東児童館「なかよく遊ぼう」１３：３０
西児童館「サーキット遊び」１３：３０土１０

日日１１
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん

月１２
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
予防接種(ポリオ・ＢＣＧ) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)

火１３

水１４
女性学級開講式 １０：００ 社教センター

木１５
住民会長との町政懇談会 傍 
　１３：３０ 消防２階大会議室金１６

月のまちの行事予定

行　　　事曜日

土１７

日日１８
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん

月１９
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
減る脂教室（生活習慣病予防教室） 
　１０：００～１３：００ かみん
心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん
免許更新時講習 (優良) 
　１３：００～１３：３０ 消防２階大会議室

火２０

水２１

木２２
広報かみふらの４月２５日号発行

金２３
イースターパーティー 
　９：００～１１：３０ 社教センター
東児童館「こいのぼりを作ろう」１３：３０
西児童館「ジャンボ絵描き」１３：３０
地球温暖化対策・新エネルギーセミナー
　１６：００ かみん

土２４

日日２５
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん

月２６
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん

火２７
７か月児健康相談（個別案内）
１０か月児健康相談（個別案内）
４か月児健康診査（個別案内）
１歳６か月児健康診査（個別案内）

水２８

昭和の日昭和の日
木木２９

すくすく離乳食・育児教室 １０：００～１２：００ かみん
金３０

広報

かみふらの

ホームページ　   http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
Ｅメール　　    jichi@town.kamifurano.lg.jp
発行／編集　　  上富良野町／町民生活課自治推進班４

 傍 …傍聴可　　公 …会議録を町政情報提供コーナーで公開　
「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時等が変更になる場合がありますので、主催者等にご確認をお願いします。

　忘れずに４月３０日（金）までに納めましょう。
　　�軽自動車税
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�４回シリーズでお届けします�４４も っ と ！ 知 ろ う ！ 自 治 会

高高齢齢者者のの生生ききががいいづづくくりり

『『老人クラブ老人クラブ』』

　

日
本
は
世
界
に
例
の
な
い
急
速
な
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
で
も
高
齢
化
率
は　

％
に
達

25

し
て
い
ま
す
が
、
住
民
会
、
町
内
会
の
自
治

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど
、
多
く

の
高
齢
者
が
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

長
寿
高
齢
者
の
時
代
と
も
い
わ
れ
る
現
代

に
お
い
て
、
高
齢
者
の
方
々
が
地
域
で
活
躍

し
、
元
気
に
暮
ら
す
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
は

「
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
」
の
場

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入

率
の
低
下
や
活
動
の
低
下
と
い
う
現
状
が
見

ら
れ
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
高
齢
化
に
よ

る
役
員
の
な
り
手
の
不
足
や
「
組
織
に
縛
ら

れ
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
価
値
観
の
変
化
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
老
後
の
生
き
が
い
づ
く

り
を
進
め
る
地
域
の
自
主
的
な
団
体
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
・
過
疎
化
社
会
に
お
い

て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
意
義
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
お
り
、
今
後
は
高
齢
者
の
加
入
が
一

層
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
組
織
と
し

て
、
活
動
内
容
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和　

年
代
か
ら
、
農
村
部
で
は
多
く
の

３０

老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
街

地
区
で
は
中
央
老
人
ク
ラ
ブ
だ
け
で
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
は
、
市
街
地
区
で
も
次
々

６３

に
老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
今
年
は
中
町

住
民
会
で
も
新
た
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
活
動
の
活
性
化
に
努

め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
福
祉
マ
ッ
プ
作

り
に
取
り
組
む
「
西
富
友
愛
会
」
と
年
間
を

通
し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る
「
東
明
ひ
ま

わ
り
の
会
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

昭
和　

年
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
連
携
を

４５

図
り
な
が
ら
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
し
て
、
当
初
は
加

盟
８
団
体
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は　

団
体
が
加
盟
し
、
各
種
ス

１１

ポ
ー
ツ
大
会
を
は
じ
め
、
日
の
出
公
園
の

花
壇
整
備
、
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
支
援
、
保

育
所
で
の
交
流
も
ち
つ
き
会
な
ど
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
支
援
し
、

活
動
内
容
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局　

上
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　�
�
３
５
０
５

設立年会員数代表者団体名

昭和３３年２６名中野照汐江静栄寿会

昭和３６年１２３名穐吉忠彦中央老人クラブ �

昭和３８年２１５名柿原光男東中睦会 �

昭和４３年１０８名篠原　正草分老友会 �

昭和４４年１５６名出倉則行島津友の会 �

昭和４４年８４名田中　實日の出友の会 �

昭和４５年２８名堅田　猛江花親和会

昭和４５年４５名炭田　茂富原老和会

昭和４９年４９名赤間善昭里仁寿会

昭和４０年代８名原田　清清富老友会

昭和６３年３７名松野　繁丘町わかば会 �

平成元年１３１名清水茂雄泉栄コアラ会 �

平成１４年６０名三島功士本町四ツ葉友の会 �

平成１５年６２名水戸部喜久三東明ひまわりの会 �

平成１６年７５名村上　満旭新あずま会 �

平成１６年３８名小野寺敏昭南町きらく会

平成２０年８７名前田光弘西富友愛会 �

平成２２年５８名山崎良啓中町笑和の会

●� 町内の老人クラブ �●

�
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状

＊は老人クラブ連合会加盟

�
町
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

町
に
は
、　

団
体
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
活
動

１８

し
て
い
ま
す
。（
下
表
参
照
）



�

『
福
祉
マ
ッ
プ
作
成
』

西
富
友
愛
会

会長　　　　　　
前田光弘さん

　

西
富
住
民
会
で
は
、
地
域
で
お
互
い
に
支

え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

心
の
通
っ
た
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成　

年
度
に
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

21

ク
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
西
富
友
愛
会
と
各

町
内
会
が
主
体
と
な
っ
て
「
福
祉
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
マ
ッ
プ
は
、　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

65

ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
、
移
動
が
困
難

な
障
が
い
者
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方

を
把
握
し
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
活
用
す
る

ほ
か
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
普
段
の

福
祉
活
動
に
も
活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
は
、
状

況
に
応
じ
て
色
別
に
表
示
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
「
誰
」
が
「
誰
」
を
救
援
す
る
の
か

ま
で
示
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
人
情
報
保
護
に
よ
り
、
障
が

東
明
ひ
ま
わ
り
の
会会長　　　　　　

水戸部喜久三さん

『
東
明
会
館
の
利
用

　

日
数
は
年
間　

日
』

１５０

い
等
の
程
度
や
状
況
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

く
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調

査
を
拒
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
で
も
、
対
象
世
帯
と
親

し
く
し
て
い
る
方
の
協
力
を
得
て
再
訪
問
し

福
祉
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
な
ど
を
説
明
し
て

理
解
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん

ど
の
世
帯
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

福
祉
マ
ッ
プ
は
、
他
の
目
的
に
は
使
用
し

な
い
よ
う
適
正
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
の
福
祉
活
動
と
し
て
、
か

か
り
つ
け
の
病
院
や
常
用
薬
、
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
記
入
し
、
冷
蔵
庫
に
は
る
「
救
急
！

安
心
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

東
明
ひ
ま
わ
り
の
会
は
、
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
東
明
会
館
を
使
用
し
て
活

動
し
た
の
は
、
平
成　

年
は
年
間　

日
、
延

２１

１５０

べ
人
員
に
す
る
と
年
間
３
千
人
に
も
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
み
ま
も
り
隊
の
主

力
と
し
て
活
動
し
、
昨
年
は　

日
、
延
べ　

１５４

４２１

名
が
下
校
時
に
安
全
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
の
夏
休
み
と
冬
休
み
に
は
、
み
ま
も

り
隊
、
児
童
、
保
護
者
の
ほ
か
、
交
番
、
上

富
良
野
小
学
校
の
校
長
や
P
T
A
会
長
な
ど

に
も
来
て
い
た
だ
き
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
交

流
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
世
代
を
超
え
、

関
係
機
関
も
参
加
す
る
こ
の
交
流
会
は
、
大

き
な
事
業
の
一
つ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
の

距
離
が
一
気
に
縮
ま
り
、
親
近
感
を
覚
え

て
、
や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年　

月
の
交
流
会
は
、
約　

名
が
参
加

12
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し
、
輪
投
げ
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
、
オ
セ

ロ
、
か
る
た
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
主
な
活
動
と
し
て
、
町
外
か
ら

来
ら
れ
る
方
に
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
へ
通
じ
る
東
２

線
道
路
沿
道
の
花
壇
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
で
す
。
東
明

ひ
ま
わ
り
の
会
に
は
、
元
気
健
康
体
操
、
カ

ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
民
舞
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
７

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
６
ク
ラ
ブ
が

平
均
で
月
１
〜
２
回
程
度
東
明
会
館
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
指
導
者
が
い
て
、
熱
心
に
和

気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。　

親子ふれあい交流会（平成２１年１２月開催）

福祉マップ作成の様子
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お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

忘
れ
ず
に

　

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
は
、
４
月　

日
が
有

３０

効
期
限
の
た
め
、
新
し
い
被
保
険
者

証
へ
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

町
内
に
住
所
を
有
し
な
い
学
生
や

遠
隔
証
の
交
付
を
受
け
る
方
は
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

更
新
期
間

　

４
月　

日（
月
）〜　

日（
金
）

１９

３０

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

場
所　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

持
参
す
る
も
の

�
全
員
分
の
被
保
険
者
証（
カ
ー
ド
）

�
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
）

�
町
内
に
住
所
を
有
し
な
い
学
生
で

　

被
保
険
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
新
規
・
継
続
と
も
に
「
在

　

学
証
明
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

�
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

　

や
被
扶
養
者
と
な
っ
た
方
は
、
職

　

場
の
健
康
保
険
証
又
は
資
格
取
得

　

証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

�
更
新
手
続
き
は
、
国
民
健
康
保
険

　

加
入
世
帯
ご
と
に
行
い
ま
す
の
で

　

世
帯
主
又
は
世
帯
内
の
異
動
内
容

　

の
わ
か
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
保
被
保
険
者
証
の
更
新

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
６
９
８
５

富
良
野
警
察
署�
�
０
１
１
０

上
富
良
野
交
番�
�
２
０
３
９

２月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月月1155日日はは『『道道民民交交通通安安全全のの日日』』

(－１)０：人身事故発生件数
(±０)０：死 者 数
(－１)０：傷 者 数
(＋１)２１：物 損 件 数

地域に密着した情報を配信中�富良野警察署ホームページ http://www.furano syo.police.pref.hokkaido.jp/ 交番
ミニ
広報紙

■■ 交差点 見る待つ止まる いつだって交差点  見る待つ止まる  いつだって ■■

区
分
・
採
用
予
定
人
員

�
警
察
官
Ａ
区
分　

男
性　

名
・
女
性　

名

１２５

２０

　

学
歴　

大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
し
た
者

　
　
（
平
成　

年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

２３

�
警
察
官
Ｂ
区
分　

男
性　

名
５０

　

学
歴　

Ａ
区
分
以
外
の
者

受
付
期
間　

４
月
１
日（
木
）〜　

日（
木
）

１５

１
次
試
験　

５
月
９
日（
日
）

２
次
試
験　

６
月
中
旬
〜
７
月
上
旬

合
格
発
表　

８
月
上
旬

問
合
せ　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
�
０
１
２
０
‐
８
６
０
‐
３
１
４

『
４
月
６
日
〜　

日  
春
の
交
通
安
全
運
動
』

１５

　

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
り
、

通
園
か
ば
ん
を
肩
に
か
け
た
子
ど
も
の
姿
が

目
に
付
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
子
ど
も
た
ち
を
見

か
け
た
ら
ア
ク
セ
ル
を
緩
め
、
学
校
や
公
園

の
近
く
を
通
る
と
き
は
、
慎
重
な
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
方
は
、
子
ど
も
と
一
緒

に
通
学
路
・
通
園

路
を
歩
い
て
、
危

険
な
場
所
や
車
の

危
険
性
を
教
え
る

と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
が
安
全
な
行

動
を
取
れ
る
よ
う

指
導
し
ま
し
ょ

う
。　

平
成　

年
度
警
察
官
採
用
試
験

２２

　

今
年
６
月
、
札
幌
市
で
「
２
０
１
０
年
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

　

大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら
守
る
た
め
…

�
防
犯
登
録
の
手
続
き
を
！　
（　

円
で　

年
間
登
録
）

５００

１０

�
備
え
付
け
の
鍵
以
外
に
も
Ｕ
字
型
等
の
鍵
を
つ
け
て

　

ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
！

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
と
ツ
ー
ロ
ッ
ク

貿
易
担
当
大
臣
会
合
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

北
海
道
警
察
で
は
「
国
内

外
要
人
等
の
安
全
」
と
「
道

民
生
活
の
安
全
と
安
心
」
を

実
現
す
る
た
め
、
最
善
を
尽

く
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　

は
、
平
成　

年
４
月　

日
で
す
。

２３

３０

※
一
部
の
方
は
、
そ
れ
以
前
の
有
効

　

期
限
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
被
保
険
者
証
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

　

は
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

優
良
講
習（　

分
）

３０

▼
４
月
５
日（
月
）　　

時
１３

▼
４
月　

日（
金
）　　

時

２３

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
４
月　

日（
火
）　　

時

２０

１３

　

消
防
２
階
「
大
会
議
室
」

一
般
講
習（
１
時
間
）

▼
４
月
５
日（
月
）　　

時
１４

▼
４
月　

日（
金
）　　

時

２３

１４

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

違
反
講
習（
２
時
間
）

▼
４
月
９
日（
金
）　　

時
１３

▼
４
月　

日（
木
）　　

時

１５

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
お
手
元
に
届
く「
運
転
免
許
証
更

　

新
連
絡
書
」で
確
認
の
う
え
、受
講

　

前
に
必
ず
免
許
更
新
手
続
き
を
警

　

察
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

　
�
�
０
１
１
０

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

A
P
E
C
警
備
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を



十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報
（
２
０
１
０
年
２
月
）

『
活
動
状
況
及
び
予
報
警
報
事
項
』　

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常

　

地
震
活
動
は
、　

日
以
外
は
低
調
に
経
過
し
て
い
ま
す
。　

‐
２
火
口
付

１６

６２

近
の
噴
煙
活
動
や
熱
活
動
は
低
調
に
経
過
し
て
お
り
、
火
口
周
辺
に
影
響
を

及
ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、　

‐
２
火
口
浅
部
の
膨
張
を
示

６２

す
地
殻
変
動
が
２
０
０
６
年
以
降
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
活
動

の
推
移
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

平
成　

年　

月　

日
に
噴
火
予
報（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常
）を
発
表

２０

１２

１６

し
ま
し
た
。そ
の
後
、予
報
警
報
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
噴
煙
及
び
熱
活
動
』

　
　

‐
２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
概
ね　

ｍ
以
下
で
、
噴
煙
活
動

６２

２００

は
低
調
に
推
移
し
ま
し
た
。　

‐
２
火
口
や
大
正
火
口
周
辺
の
地
熱
域
の
状

６２

況
に
特
段
の
変
化
は
な
く
、
新
た
な
地
熱
域
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
震
活
動
』

　
　

日
０
時　

分
頃
、
２
時　

分
頃
、
４
時　

分
頃
に
振
幅
が
小
さ
く
継
続

１６

４５

５８

４６

時
間
の
短
い
火
山
性
微
動
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
微
動
の
発
生
後
、

火
山
性
地
震
が
や
や
増
加
し
ま
し
た
。
地
震
の
震
源
は　

‐
２
火
口
の
や
や

６２

北
側
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
火
口
の
西
縁
付
近
に
分
布
し
ま
し
た
。　

日
以
外
の
火

１６

山
性
地
震
は
、
１
日
あ
た
り
６
回
以
下
と
低
調
に
経
過
し
ま
し
た
。

『
地
殻
変
動
』

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
連
続
観
測
で
は
、
前
十
勝
観
測

点
に
お
い
て
、　

‐
２
火
口
付
近
浅
部
の

６２

膨
張
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
変
動
が
観
測

さ
れ
、
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
よ

り
広
域
の
地
殻
変
動
を
示
す
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

　
　
　
　
　
�
０
１
６
６�
６
３
６
８

問
合
せ　

上
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
�
�
２
１
１
９

�

お知らせ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

縦
覧
で
き
ま
す

土
地
・
家
屋
価
格
等

町
民
生
活
課 
税
務
班
�
�
６
９
８
９

　

自
分
の
土
地
や
家
屋
と
他
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、
評
価

が
適
正
か
ど
う
か
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
方

　

町
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
・

　

代
理
人

　

※
納
税
通
知
書
又
は
運
転
免
許
証

　
　

や
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
で
き

　
　

る
も
の
が
必
要
で
す
。

　

※
代
理
人
は
、
委
任
状
も
必
要
で

　
　

す
。

縦
覧
で
き
る
帳
簿

�
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

�
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
木
）〜
５
月　

日（
月
）

３１

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

そ
の
他

�
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
と
は
異
な

　

り
、
所
有
者
の
氏
名
や
税
額
等
は

　

掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
縦
覧
期
間
以
外
の
公
開
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

閲
覧
場
所
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
税
務
班

　
�
�
６
９
８
９

早
め
に
設
置
を

住
宅
用
火
災
警
報
器

上
富
良
野
消
防
署��

２
１
１
９

『
平
成　

年
５
月　

日
ま
で
に
住
宅

２３

３１

用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
』

　

平
成　

年
６
月
に
消
防
法
が
改
正

１６

さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

火
災
を
早
く
発
見
す
る
こ
と
で
、

逃
げ
遅
れ
ず
に
避
難
で
き
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
命
を
守
る
た
め
、
早
め

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
も
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

５
名
以
上
集
ま
れ
ば

説
明
に
伺
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会�
�
３
５
０
５

　

家
庭
内
で
の
心
配
ご
と
や
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
悩
み
ご
と
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
６
日（
火
）・　

日（
火
）

２０

　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

　
　
　

※
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

　

み
ん
２
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

行
政
相
談

総
務
課 
総
務
班�
�
６
４
０
０

く
だ
さ
い
。

日
時

　

４
月
６
日（
火
）　　

時
〜　

時

１３

１６

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

　

み
ん
２
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

行
政
相
談
委
員　

田
中　

博

　

南
町
２
丁
目
１
番　

号
１３

　
�
�
２
８
８
２

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
お
困
り

の
こ
と
や
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
な

ど
は
「
行
政
相
談
委
員
」
へ
ご
相
談

無
料
相
談

そ
の
他

　

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜　

時
は
、

１６

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
�
�
３
５
０
５



�

お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

募
集
し
ま
す

優
良
運
転
者
表
彰

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

　

現
に
交
通
安
全
協
会
員
で
、
常
に

安
全
運
転
に
心
が
け
、
人
格
・
技
能

と
も
優
れ
、
他
の
運
転
者
の
模
範
と

し
て
、
安
全
運
転
の
推
進
に
多
大
な

功
績
の
あ
る
方
を
対
象
に
上
申
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�
交
通
事
故
歴
が　

年
以
上
な
く
、

１０

　

交
通
違
反
、
そ
の
他
罰
金
刑
以
上

　

の
犯
罪
歴
が
５
年
以
上
な
い
方

�
交
通
事
故
歴
が　

年
以
上
な
く
、

１５

　

交
通
違
反
、
そ
の
他
罰
金
刑
以
上

　

の
犯
罪
歴
が
５
年
以
上
な
い
方

�
交
通
事
故
歴
が　

年
以
上
な
く
、

２０

　

交
通
違
反
、
そ
の
他
罰
金
刑
以
上

　

の
犯
罪
歴
が　

年
以
上
な
い
方

１０

�
交
通
事
故
歴
が　

年
以
上
な
く
、

３０

　

交
通
違
反
、
そ
の
他
罰
金
刑
以
上

　

の
犯
罪
歴
が　

年
以
上
な
い
方

１５

申
出
期
限　

４
月　

日（
金
）

３０

必
要
書
類　

無
事
故
・
無
違
反
証
明

　

書（
有
料
）等

　

※
指
定
日
以
降
に
発
行
の
も
の

問
合
せ

　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

　
�
�
０
１
１
０

　

生
活
安
全
推
進
協
議
会（
事
務
局

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班
）

　
�
�
６
９
８
５

市
民
団
体
協
働
の
川
づ
く
り

建
設
水
道
課 
建
設
班
�
�
６
９
８
１

　

北
海
道
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
市
民

団
体
協
働
の
川
づ
く
り
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

参
加
対
象
者

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
自
治

会
や
河
川
愛
護
団
体
な
ど
「
団
体
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

事
業
の
内
容　

河
川
の
草
刈
り
・
樹

　

木
の
伐
採

実
施
区
域　

北
海
道
が
必
要
と
判
断

　

す
る
区
域

実
施
方
法　

カ
マ
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
な

　

ど
作
業
方
法
は
任
せ
ま
す
。
機
械

　

類
は
団
体
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

建
設
水
道
課
建
設
班
に

　

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

�
日
当
や
機
械
類
の
燃
料
代
等
を
見

　

込
ん
だ
単
価
に
よ
り
、
実
施
面
積

　

に
応
じ
た
金
額
を
支
払
い
ま
す
。

�
土
木
現
業
所
が
損
害
保
険（
傷
害

　

保
険
・
賠
償
保
険
）の
加
入
手
続
き

　

を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

　

旭
川
土
木
現
業
所
富
良
野
出
張
所

　

河
川
係　
�
�
２
１
６
８

　

北
海
道
建
設
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

建
設
水
道
課
建
設
班

　
�
�
６
９
８
１　

http:w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp./kn/ksn/k-

asenkahom
e/osirase.htm

自
衛
官
採
用
試
験

上
富
良
野
地
域
事
務
所

�
�
３
４
１
２

　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

■
曹
候
補
生

資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
木
）〜
５
月　

日（
月
）

１０

試
験
日　

５
月　

日（
土
）

２２

試
験
場
所　

上
富
良
野
駐
屯
地

■
幹
部
候
補
生

資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満
で
、
大

２２

２６

　

学
卒
又
は
卒
業
見
込
み
の
者

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
木
）〜
５
月　

日（
月
）

１０

試
験
日　

５
月　

日（
土
）

１５

※
飛
行
要
員
希
望
者
は
、
５
月　

日
１６

　
（
日
）と
２
日
間
実
施

問
合
せ　

上
富
良
野
地
域
事
務
所

　
　
　
　
�
�
３
４
１
２ＱＲコード

　

４
月
か
ら
、
こ
こ
ろ
と
お
金
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
「
は
ー
と
ま

ね
ー
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
１
回
、
司
法
書
士
が
債
務
等

の
生
活
相
談
、
保
健
師
が
心
の
健
康

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

対
象
者　

多
重
債
務
等
を
理
由
に
心

　

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
方

日
時　

４
月
８
日（
木
）

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

申
込
み
・
問
合
せ

　

は
ー
と
ま
ね
ー
セ
ン
タ
ー（
富
良

　

野
保
健
所
内
）　�
�
３
１
６
１

こ
こ
ろ
の
無
料
相
談

は
ー
と
ま
ね
ー
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
６
９
８
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
６
９
８
７

　

専
門
の
精
神
科
医
が
対
人
関
係
の

悩
み
、
ス
ト
レ
ス
、
思
春
期
や
お
酒

の
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
助
言

や
医
療
機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

４
月
７
日（
水
）・　

日（
水
）

２１

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

申
込
み
・
問
合
せ

　

富
良
野
保
健
所　
�
�
３
１
６
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

�
�
６
９
８
５

「
上
富
良
野
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画（
後
期
計
画
）」
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

募
集
期
間　

２
月　

日
〜
３
月　

日

２３

１６

意
見
提
出
件
数　

０
件

道
路
環
境
整
備
作
業
員
募
集

産
業
振
興
課 
商
工
観
光
班

�
�
６
９
８
３

　

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
に
居
住
の
失
業
者

業
務
内
容　

道
路
環
境
整
備
を
行
う

　

作
業
員

募
集
人
員　

２
名

雇
用
期
間　

４
月　

日
〜　

月
中
旬

１９

１０

申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介

　

状
と
臨
時
職
員
登
録
カ
ー
ド（
申

　

込
書
）を
持
参
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

申
込
期
限　

４
月　

日（
月
）

１２

選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
談

問
合
せ

　

建
設
水
道
課
建
設
班

　
�
�
６
９
８
１

緊
急
雇
用
創
出
事
業



実
施
し
ま
す

調
理
技
術
審
査
・
技
能
検
定

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
６
９
８
７

　

平
成　

年
度
前
期
の
調
理
技
術
審

２２

査
・
技
能
検
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

�
実
務
経
験
者

　

実
務
経
験
８
年
以
上

�
調
理
師
要
請
施
設
卒
業
者

　

実
務
経
験
６
年
以
上

�
職
業
訓
練
修
了
者

　

実
務
経
験
７
年
以
上

※
い
ず
れ
も
、
実
務
経
験
年
数
の
う

　

ち
調
理
師
免
許
を
有
し
た
期
間
が

　

３
年
以
上
必
要
で
す
。

受
験
申
請
書

　

請
求
期
限　

４
月　

日（
月
）

２６

　

受
付
期
限　

５
月
７
日（
金
）

試
験
日

　

実
技　

７
月　

日（
土
）〜
８
月　

２４

２０

　
　

日（
金
）

　

学
科　

７
月　

日（
金
）

３０

試
験
実
施
場
所　

札
幌
市

申
込
み
・
問
合
せ

　

社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン

　

タ
ー

　

１
０
３
‐
０
０
１
２　

東
京
都
中

　

央
区
日
本
橋
堀
留
町
２
‐
８
‐
５

　
�
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
６
７

�

お知らせ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

�
広
報
の
発
行
は
、
月
２
回（　
１０

　

日
・　

日
）で
す
。
た
だ
し
、

２５

　

発
行
日
が
土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
、
発
行
日
前
の
平
日

　

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
１
月　

日
は
、
発
行

１０

　

し
ま
せ
ん
。

�
広
報
は
、
発
行
日
か
ら
２
日

　

以
内
に
各
町
内
会
等
配
布
担

　

当
へ
お
届
け
し
ま
す
。
各
町

　

内
会
等
か
ら
各
世
帯
へ
は
、

　

投
げ
込
み
方
式
な
ど
に
よ
り

　

速
や
か
に
配
布
く
だ
さ
る
よ

　

う
お
願
い
し
ま
す
。

�
広
報
の
部
数
に
増
減
が
あ
る

　

と
き
は
、
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

�
広
報
誌
に
つ
い
て
の
ご
意
見

　

は
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
６
９
８
９

広
報
の
配
布
に
は
、
町
内
会

等
役
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

『
広
報
か
み
ふ
ら
の
』

ご
協
力
く
だ
さ
い

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
６
９
８
５

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
勢
調
査
の

行
わ
れ
る
年
に
「
人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
る

年
で
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

４
月
１
日
〜
３
月　

日
３１

　

ま
で
の
１
年
間

調
査
対
象　

出
生
・
死
亡
・
死
産
・

　

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

調
査
方
法

▼
届
出
の
際
、
届
書
に
職
業
の
記
入

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
例　

教
師
・
看
護
師
の
方
は
「
専

　

門
・
技
術
職
」、
一
般
事
務
員
は

「
事
務
職
」、
小
売
店
主
・
販
売
店
員

　

は
「
販
売
職
」、
美
容
師
・
飲
食
店

　

主
は
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
な
ど

▼
死
亡
届
に
は
、
産
業
の
記
入
も
お

　

願
い
し
ま
す
。

※
例　

農
業
・
建
設
業
な
ど

▼
窓
口
に
は
、
職
業
・
産
業
例
示
表

　

を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に

　

し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

富
良
野
圏
域

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
２
６
１
９

■
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
小
物
作
成
コ
ー

　

ス
内
容　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
使
っ
て

　

フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
又
は
キ
ャ
ン
ド

　

ル
ホ
ル
ダ
ー
作
成

日
時　

４
月　

日（
金
）

２３

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
２０

受
講
料　

７
千
円（
材
料
費
込
み
）

■
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
コ
ー
ス

内
容　

電
源
の
入
れ
方
、
ひ
ら
が
な

　

入
力
、
カ
タ
カ
ナ
・
漢
字
変
換

日
時　

４
月　

日（
火
）・　

日（
木
）

１３

１５

　
　

時　

分
〜　

時

１８

３０

２０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

４
千　

円
５００

■
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

内
容　

記
号
入
力
、
短
文
入
力
、
保

　

存
、
文
章
の
訂
正
、
簡
単
な
編
集

日
時　

４
月　

日（
火
）・　

日（
木
）・

２０

２２

　
　

日（
月
）・　

日（
水
）

２６

２８

　
　

時　

分
〜　

時

１８

３０

２０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

４
千　

円
５００

申
込
み
・
問
合
せ

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
�
�
２
６
１
９

戸
籍
の
窓
口
で
の
本
人
確
認

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
６
９
８
５

　

平
成　

年
５
月
か
ら
、
窓
口
で
の

２０

本
人
確
認
が
法
律
に
よ
り
ル
ー
ル
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
籍
・
住
所
異
動
な
ど
の
届
出
や

各
種
証
明
書
の
請
求
の
際
、
不
正
請

求
防
止
や
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、

窓
口
で
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
…

�
結
婚
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
養
子

　

離
縁
・
認
知
の
届
出
を
す
る
と
き

�
転
入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更

　

の
届
出
を
す
る
と
き

�
戸
籍
・
住
民
票
等
の
各
種
証
明
書

　

を
請
求
す
る
と
き

本
人
確
認
の
方
法

　

官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
・
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

顔写真付きの住民基本台帳カー
ドは、本人確認の公的な証明書
として、大変便利です。
※平成２３年３月３１日までは、交
　付手数料５００円が無料です。



�

　

第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
定
例
会
は
、
２

月　

日
〜　

日
ま
で
、
５
日
間
の
日
程
で
開

２２

２６

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
域
連
合
長
か
ら
、
業
務
開
始
２
年
目
に

向
け
て
の
行
政
執
行
方
針
が
示
さ
れ
た
ほ
か

平
成　

年
度
予
算
、
条
例
や
規
約
の
一
部
改

２２

正
、
専
決
処
分
報
告
な
ど　

件
が
提
案
さ
れ

１０

ま
し
た
。

　

予
算
と
関
連
条
例
１
件
は
、
予
算
特
別
委

員
会
の
審
議
を
経
て
可
決
さ
れ
、
残
り
の
案

件
す
べ
て
も
原
案
ど
お
り
可
決
又
は
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
会
員
登
録

が
必
要
で
す
。
登
録
料
や
年
会
費
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

依
頼
会
員（
援
助
を
受
け
た
い
方
）

　

町
内
在
住
又
は
在
勤
で
、
概
ね
６
か
月
〜

小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
方

提
供
会
員（
援
助
を
行
え
る
方
）

　

町
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、
子
育
て
の
援

２０

助
が
行
え
る
方

※
資
格
や
経
験
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

会
員
登
録
に
必
要
な
も
の

　

顔
写
真
２
枚（
縦
３�
×
横
２
・
５�
）

そ
の
他

　

利
用
可
能
時
間
や
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
７

　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方
と
子
育
て

の
援
助
を
行
え
る
方
が
子
育
て
を
支
え
あ
う

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
」
が
３
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　

セ
ン
タ
ー
』

子
育
て
の
心
強
い
味
方

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成　

年
１７

度
か
ら
育
児
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
育
児
用
品
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
誕
生
な
ど
に
よ
り
、
育

児
用
品
で
必
要
な
も
の
が
で
き
た
と
き
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
用
品
は
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

内
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
用
品

�
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

�
ベ
ビ
ー
カ
ー

�
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

�
ベ
ビ
ー
服
な
ど

※
損
傷
な
ど
で
使
用
で
き
な
い
も
の
や
保
管

　

場
所
の
都
合
に
よ
り
お
預
か
り
で
き
な
い

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
子
ど
も

　

セ
ン
タ
ー
内
）　�
�
６
５
０
１

助
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
地
域
の
宝
物
で
す

『
育
児
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
』

金　額歳　出金　額歳　入

２３０万円議  会  費２０億６,２６９万円分担金及び負担金

５,９５３万円総  務  費５,５５５万円使用料・手数料

２億１,５９８万円衛  生  費４５２万円財産収入

８,６６４万円農林業費１万円寄付金・繰越金

１３億４,５１６万円消  防  費２億９,１４５万円諸  収  入

４億５,４３６万円教  育  費１,０８０万円連  合  債

２億５,８０５万円公  債  費

３００万円予  備  費

２４億２,５００万円歳出合計２４億２,５００万円歳入合計

※千円単位を四捨五入しているため、端数処理により合計額と合わな
　い場合があります。

平成２２年度予算の概要

分担金及び負担金の市町村別内訳
　　　　富良野市　　　９億   ２５３万円
　　　　上富良野町　　４億２,７４１万円
　　　　中富良野町　　３億３,２９２万円
　　　　南富良野町　　２億５,７７９万円
　　　　占冠村　　　　１億４,２０４万円

富
良
野
広
域
連
合

第
１
回
定
例
議
会
開
催

平
成

年
度
予
算
総
額

億
２
千

万
円

２２

２４

５００



策
定
し
ま
し
た

　
『
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）』

　
『
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
』

平成２２～３２年度

▼
計
画
の
基
本
的
方
向

�
削
減
の
対
象
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
二

　

酸
化
炭
素
と
し
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
二
酸
化
炭
素
・
メ
タ

ン
・
一
酸
化
二
窒
素
等
が
あ
り
ま
す
が
、
町

に
お
け
る
削
減
目
標
は
、
二
酸
化
炭
素
に
つ

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策

編
）」
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
向

け
た
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て

ま
た
「
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

そ
の
計
画
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
側
面
か
ら
取

り
組
み
実
行
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
策
定
委

員
会
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、
策
定
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年　

月
末
に
は
素
案
を
公
表
し
、
１
件

１２

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
内
容
の

見
直
し
を
図
り
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画（
区
域
施
策
編
）」と「
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
区
域
施
策
編
）

（
区
域
施
策
編
）

地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

http://w
w
w
.tow
n.kam

ifurano.hokkaido.jp

▼
基
本
方
針

�
地
域
の
特
性
に
即
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

　

ジ
ョ
ン
と
し
ま
す
。

�
町
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
で
き
る
省

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
ま
す
。

�
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
着
実
に
化
石
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
の
使
用
量
を
削
減
で
き
る
省
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
メ
ニ
ュ
ー
と
し
ま
す
。

▼
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
方
向
性

　

４
つ
の
部
門
ご
と
に
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

�
産
業
部
門

　

ソ
フ
ト
的
対
策
、
技
術
支
援
な
ど
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

�
民
生
業
務
部
門

　

民
間
事
業
所
で
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
照
明
へ

の
交
換
や
暖
房
温
度
の
低
温
設
定
な
ど
、
最

小
コ
ス
ト
で
実
践
で
き
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
図
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
で
は
、
町
民
・
事
業
者
の
環
境

意
識
の
向
上
に
資
す
る
率
先
行
動
、
普
及
啓

発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

�
民
生
家
庭
部
門

　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
利
用
し
た
省
エ
ネ

家
電
へ
の
買
い
替
え
、
エ
コ
活
動
の
実
践
、

環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

�
運
輸
部
門

　

マ
イ
カ
ー
通
勤
の
自
粛（
近
距
離
通
勤
者
）

促
進
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
更
な
る
普
及
、
低

燃
費
車
の
普
及
拡
大
を
図
り
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

※
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
版

　

を
作
成
し
ま
し
た
。
希
望
さ
れ
る
方
に
は

　

生
活
環
境
班
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策

　

編
）」「
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

　

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

　

す
。

い
て
設
定
し
ま
す
。

�
町
民
一
人
当
た
り
の
排
出
削
減
量
を
目
標

　

値
と
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
実
践
行
動
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
削
減
目
標
は
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
町
民
一
人
当
た
り
の
排
出
量
に
換
算
し

て
設
定
し
ま
す
。

▼
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
目
標

　

1
9
9
0
年
比
で
二
酸
化
炭
素
排
出
量
総

量
の　

％
削
減
を
目
標
と
し
、
町
民
一
人
当

25

た
り
換
算
で
は
１
・　

ｔ
の
数
値
目
標
と
し

７３

ま
す
。

上富良野町地球温暖化対策
実行計画（区域施策編）　  

計画目標年次　２０２０年度
削減目標　１９９０年比で二酸化炭素
　排出量を総量で２５％削減する
数値目標　町民一人当たり１.７３ｔ
　（灯油換算６９５�）削減

実施主体　町民・事業者・行政

�
行政が担うべき役割 行政以外の事

業主体が果た
すべき役割町民・事業者

への普及啓発

省エネ
ルギー
の推進

新エネ
ルギー
の導入

上富良野町地域省エネルギービジョン

�

国・北海道
の施策展開

民間の自主
的な取組み

８

７

６

５

４

３

２

１

ｔ

１９９０年
基準年

２００６年
現況年

２０２０年
目標年

７.１５ｔ
６.４３ｔ

目標値
５.９４ｔ

７.６７ｔ
削減量
１.７３ｔ

二酸化炭素排出量の
一人当たり削減目標

�

�

�



�

時　間集合場所住　所月　日時　間集合場所住　所月　日

８：４０～８：５０立野清作宅入口西３線北３０号

４月２１日
（水）

午前

８：４０～８：５５三野スポーツ駐車場宮町３丁目

４月１９日
（月）

午前

８：５５～９：０５及川和也宅入口西４線北３１号９：００～９：１０野崎孝信宅前宮町３丁目

９：１０～９：１５生出康男宅前西４線北３２号９：１５～９：２５東明会館前東町５丁目

９：２０～９：３０前田幸子宅前西２線北３０号９：３０～９：４０旧杉本食堂前東町３丁目

９：３５～９：４０白井一宏宅前日　新９：４５～９：５５小田島宅前新町１丁目

９：４５～９：５５多世代交流センター清　富１０：００～１０：１０天理教前東町１丁目

１０：０５～１０：１５成田京市宅前基線北２８号１０：１５～１０：２５富原球場駐車場丘町１丁目

１０：２５～１０：３５江花橋車両駐車場西４線北２３号１０：３０～１０：４０セラヴィ前緑町２丁目

１０：４０～１０：４５江花２会館前西４線北２１号１０：４５～１０：５５斎藤板金店前南町１丁目

１０：５０～１１：００大雪会館前西６線北２３号１１：００～１１：１０がもう寝装店横大町１丁目

１１：１０～１１：２０北町営住宅広場泉町３丁目１１：１５～１１：２５いろはに十色横広場大町１丁目

１３：１０～１３：２０防災センター駐車場西３線北２９号

４月２１日
（水）

午後

１１：３０～１１：４０千葉整骨院前本町１丁目

１３：２５～１３：３５草分三重の２会館前西５線北２８号１３：１０～１３：２０藤山左官工業所前本町５丁目

４月１９日
（月）

午後

１３：４０～１３：５０バス停前西８線北２８号１３：２５～１３：３５斎藤衛宅前本町４丁目

１３：５５～１４：０５バス停前西１０線北３０号１３：４０～１３：５０成田板金前栄町２丁目

１４：１０～１４：２０バス停前西１２線北３１号１３：５５～１４：０５商店街共同駐車場中町２丁目

１４：２５～１４：３５村上隆司宅前西１３線北３７号１４：１０～１４：２０まつばら牛乳店前錦町３丁目

１４：２５～１４：３５三枝幸三宅前光町１丁目

１４：４０～１４：５０住吉会館前西町１丁目

１４：５５～１５：０５あすなろ団地公園西側泉町１丁目

８：４５～８：５５旭野公民館前十人牧場

４月２０日
（火）

午前

９：００～９：１０中の沢バス停前中の沢

９：１５～９：２５日の出１会館前東４線北２６号

９：３０～９：４０富原会館駐車場東３線北２３号

９：４５～９：５０バス停前東６線北２０号

９：５５～１０：００ふくろうの店前東７線北２０号

１０：０５～１０：１５東中消防分遣所前東８線北１８号

１０：２０～１０：３０重綱商店前東１０線北１９号

１０：３５～１０：４５黒崎賢親宅前倍本農場

１０：５０～１０：５５倍本浄水場側十字路東１２線北２０号

１１：００～１１：１０交差点東９線北１７号

１１：１５～１１：２５東中８部落会館前東７線北１７号

１１：３０～１１：４０東中第１の４会館前東５線北１７号

１３：１５～１３：２５東中１・２会館前東５線北１９号

４月２０日
（火）

午後

１３：３０～１３：４０中沢久幸宅前東３線北２１号

１３：４５～１３：５５北川恒夫宅前東２線北２２号

１４：００～１４：０５細川農園前基線北２０号

１４：１０～１４：１５野原与治宅前基線北２２号

１４：２０～１４：３０島津ふれあいセンター基線北２３号

１４：３５～１４：４５たかはしコーポ前富町２丁目

狂犬病予防注射 ＆ 畜犬登録 問合せ　町民生活課生活環境班　��６９８５

��お願いお願い��
つり銭の手間のか
からないよう４０円
持参してください

料金【犬１頭につき】
�登録済みの犬
　　３,０４０円
　　�予防注射のみ

�新規に登録する犬
　　６,０４０円
　　�予防注射 ３,０４０円
　　�登録料　 ３,０００円

※登録は犬の生涯に１回、予防注射は毎年受けることが
　義務づけられています。
※登録・注射をしない飼い主は、罰せられます。（３万円
　以下の罰金）
※期間内は、どこの場所でも受けられます。

お願い
�犬同士を近づけないでお待ちください。獣医師が　
　回って注射をします。
�愛犬の体調に不安があるときは、事前にかかりつけ
　医の診察を受けるか、会場で獣医師にお申し出くだ
　さい。
�往診を希望される方は、直接上富良野動物病院（��
　２４６０）へお申込みください。往診料は５００円です。

＊網掛けの３か所は新規


